
【 例 会 予 定 】  

4 月 21 日(水) ゲストスピーチ（早川 敬介 様） 

4月 28 日(水) 会員スピーチ（笠 雅樹会員・大本 雅晴会員） 

【 地区・分区・その他関連行事 】 

4 月 14 日(水) ガバナー補佐訪問 

4月 17 日(土) 正副リーダー会議 

4月 21 日(水) 指名準備委員会、パスト会長会 

次回 4 月 14 日（水） 第 37 回例会プログラム 

1.開会点鐘        2.ロータリーソング 

3.四つのテスト      4.会長挨拶 

5.スマイル BOX 報告 

6.米山記念奨学会委嘱状授与（鈴木 洋子会員） 

7.ガバナー補佐訪問（県北第一分区ガバナー補佐 廣澤俊樹様） 

8.幹事報告       9.閉会点鐘 

会員 73 名中 46 名出席 63.01％ 

       修正 54 人     73.97％ 

メイクアップ 8 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会長挨拶     松﨑 弘昭 会長                            

正岡子規の俳句にこんなものかあります。 

「故郷やどちらを見ても山笑う」 この季節にぴったりの詩であります。 

この「山笑う」を英語で直訳しても決して通じることはないでしょう。 

これはグローバルな時代に生きる日本人として忘れてはいけない、そして誇れ
る独特な感性なのだろうと思います。 

さて、先月の 3 月 31 日(水)の創立 50 周年記念日例会は、皆さまのご協力に
より無事終えることが出来ました。改めてお世話になった全ての皆様に感謝い
たします。残念ながら祝賀会は出来ませんでしたが、今日は、その祝賀会の代わ
りとでもいうか、お酒の伴わない観桜会となります。会員のご家族をお呼びす
ることも出来ませんでしたが、50 周年の祝賀ムードを演出してくれるような内
容になっているかと思いますので、お楽しみ頂きたいと思います。 

話は変わりますが、この日曜日の競泳の日本選手権をご覧になった方も多かったと思いますが、100 メートル女
子バタフライ決勝。白血病という苦難を乗り越えて三年ぶりに帰ってきた池江璃花子さんが優勝したのです。池
江さんは会場に来た時「ただいま」という気持ちで入場したそうですが、会場でレースを見ていた方、そして、
テレビを通して見ていたみんなが「お帰り」という気持ちで応援した力が、レース直後の彼女の涙に繋がったの
だろうと思います。 

そして、この４月は、母子の健康月間になります。2014 年 10 月 RI理事会は、４月を「母子の健康月間」とし
ました。5 歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減、妊婦の死亡率の削減、より多くの母子に対する基本的な医療
サービスの提供、保健従事者を対象とした研修、保健ケアの提供、母子の健康に関連した仕事に従事することを
目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間になります。 

これは推定ではありますが、驚くことに、5歳未満で亡くなる子供が全世界で 590 万人もいるそうです。 

そして、その原因は、栄養失調や適切な医療が受けられないとか、衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なも
のばかりなのです。 

このような状況を知れば、同じ人間として何も感じずにはいられません。 

我々の行動は常に知るところから始まるのです。ロータリーをはじめ、多くの団体や個人が様々な形で、それ
らの人々に手を差し伸べています。しかし、個々の人間としては、中々、行動を伴う直接的な支援は出来ないの
が現実であります。 

でも、せめて、私たちは、今ある豊かな社会は「あたりまえ」ではなく、また、未来永劫続くとは限らないこ
とを自覚して、感謝とお裾分けの気持ちを持って生きて行きたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

第 3６回例会 
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◆観桜会 親睦活動委員会 安斎 紀之委員長                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新築祝い    新 社 屋    野地 利雄会員               

◆古希･喜寿祝い   植木 洋司会員    髙橋 勇雄会員、藤原 和雄会員        

◆誕生祝い 佐久間 功会員、黒羽 好夫会員、宍戸 隆司会員、齋藤 弘之会員、赤間 浩一会員   

            渡邉 和裕会員(1 月)、 石坂 一也会員(3 月)、 弓田 智之会員(3 月)      


